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会
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、一
言
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
去
る
、
７
月
20
日
に
第
23
期
の
大
村
市

農
業
委
員
会
と
な
る
、
農
業
委
員
19
名
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
19
名
の
任

命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
初
総
会
に
お
い
て
、
農
業
委
員
の
互
選
に

よ
り
、
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。歴
代
会
長
の
ご
意
志
を
継
承
し
、本

市
の
農
業
振
興
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
平
坦
地
と
中

山
間
地
が
混
在
し
て
お
り
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
農
業
の
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
農
家
の
後
継
者
不
足
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
担
い
手
づ
く
り
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

担
い
手
の
中
心
で
あ
る
、
認
定
農
業
者
へ
の

支
援
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
日
々
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
就
農
や
農
地
に
関
し
て
ま
し
て
、
地

元
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　大
村
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
長
崎
市
内
の
会
社
に
11
年
間

勤
め
て
い
ま
し
た
。

　実
家
が
花
木
・
枝
物
農
家
を
営
ん
で
お
り
、
私
が
小
学
生

の
時
か
ら
就
職
後
も
ず
っ
と
土
日
等
の
休
み
の
日
は
手
伝
い

を
し
て
い
た
の
で
、「
い
つ
か
は
自
分
が
後
を
継
ぎ
農
業
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
就
農
し
ま
し
た
。

　実
際
に
就
農
し
て
み
る
と
、
今
ま
で
の
手
伝
い
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
父
に
教
わ
り
な
が
ら
、
日
々
勉

強
の
毎
日
で
す
。

　私
た
ち
が
生
産
し
て
い
る
の
は
、
春
に
は
桜
や
ツ
ツ
ジ
、

ア
カ
シ
ア
、
夏
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
柳
、
黄
金
ク
ジ
ャ
ク
等
、
四

季
折
々
の
花
木
を
生
産
し
て
お
り
、
生
け
花
や
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
に
活
か
さ
れ
、
様
々
な
催
し
で
華
や
か
な
景
色
を
飾

り
、
多
く
の
人
の
癒
や
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
花
木
農
家
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、早
く
仕
事

を
覚
え
、
生
産

量
及
び
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【経営内容】
　　花木、枝物　２ha
【家族構成】
　　両親、本人

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は「
地

域
計
画
」と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

　地
域
計
画
と
は
、
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
話
合
い
に
よ
り
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
た「
未
来
設
計
図
」の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
域
計
画
策
定
に
向
け
、
農
業
委
員
会
で
は「
目
標
地
図
の
素

案
」を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、令
和
５
年
度
か
ら
は
、こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
農
業
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
戸
別
訪
問
に
よ

り
意
向
把
握
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。各
地
区
を
担
当
し
て
い
る

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
地
域
計
画
」の
策
定
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た

﹇
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松下　洸一さん（30歳）

全
国
農
業
新
聞
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◆
お
申
込
み
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
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【
発
行
日
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毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】 

月
額 

７
０
０
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４

　
家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
経
営
に
お
け
る
経
営
方

針
や
営
農
計
画
、
役
割
分
担
、
収
益
の
分
配
、
就

業
条
件
、
将
来
の
経
営
委
譲
な
ど
を
家
族
で
話
合

い
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　
女
性
農
業
者
や
後
継
者
の
主
体
的
な
経
営
へ
の
参

画
や
家
計
と
経
営
の
分
離
を
促
し
、
家
族
み
ん
な
で

つ
く
る
共
同
経
営
を
確
立
す
る
大
変
有
効
な
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
24
日
に
、
市
役
所
第
８
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
令
和
４
年
度
家
族
経
営
協
定
調
印
式
に
お
い

て
、
新
規
５
組
と
協
定
変
更
１
組
の
ご
家
族
が
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
萱
瀬
地
区
の
開
田
様
か
ら「
今
回
協

定
を
結
び
、
お
互
い
に
無
理
な
く
家
族
経
営
の
安
定

を
図
り
つ
つ
、夫
婦
個
々
の
責
任
を
持
ち
、お
互
い
を

尊
重
し
あ
い

協
力
し
な
が

ら
、前
向
き

な
農
業
を

続
け
た
い
」

と
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し

た
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

【地域計画の主な内容】

【目標地図とは】

●地域農業の将来の在り方の計画
●地域内の農地を担う者（担い手＋
　多様な経営体＋受託を受けて農作
　業を担う者）ごとに利用する農地の
　地図（目標地図）

10年後に目指すべき農地利用の姿を表示した
地図です。

現状 目標地図
第10代会長
川本  康代

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

農業委員

農地利用最適化推進委員



新
し
い
委
員
の
ご
紹
介

　
今
回
は
、
古
賀
島

町
に
お
住
ま
い
で
、
農

協
の
理
事
な
ど
を
経

験
さ
れ
、
市
受
給
者

協
議
会
中
央
支
部
の

支
部
長
を
務
め
る
川

村
勝
信
さ
ん
宅
に
伺
い

ま
し
た
。

　
川
村
さ
ん
は
87
歳
、
高
校
卒
業
後
、
昭
和
30

年
か
ら
後
継
者
と
し
て
就
農
し
、
現
在｢

ハ
ウ
ス

と
ま
と
20
ａ
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で
ほ
う
れ
ん
草

20
ａ
、
人
参
１
ha
」
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、｢

若
い
後
継
者
の
加

入
が
少
な
い
の
で
心
配
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
加
入
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
事
が
気

が
か
り
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

　
現
在
の
楽
し
み
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、｢

週
２

回
町
内
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
や
、

市
や
県
の
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
放
虎
原
じ
げ
も
ん
ガ
イ
ド
も
さ
れ
て
お

り
、
西
大
村
地
区
の
中
心
で
あ
る
放
虎
原
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
近
隣
の
小
中
学

校
、
町
内
会
な
ど
７
カ
所
で
講
演
会
を
さ
れ
て
お

り
好
評
と
な
って
い
ま
す
。
川
村
さ
ん
は｢

一
人
で

も
多
く
の
人
に
こ
の
地
域
の
歴
史
や
出
来
事
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
力
強
く
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に｢

若
い
農
業
者
の
方
の
加
入
が
少
な
い

の
で
、老
後
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
も
是
非
農

業
者
年
金
に
加
入
し
て
欲
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
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退
任
さ
れ
た

委
員

加
入
者
の
声

　
令
和
５
年
７
月
20
日
付
け
の
改
選
に
よ
り
、
新

し
く
委
員
（
農
業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
19
名
）
の
合
計
38
名
の
方
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
（
　
が
農
業
委
員
、
　
が
推
進
委
員
）

大
　
村

一瀬　晃
（三城町）

福田文夫
（向木場町）西 

大 
村

川副博司
（坂口町）

朝長洋市
（諏訪3丁目）

富浦春男
（久原2丁目）

林　敏弘
（木場2丁目）

藤本雅彦
（三城町）

萱
　
瀬

田添利弘
（荒瀬町）

高見　健
（鬼橋町）

山上　傳
（原町）

福
　
重

◎川本康代
（寿古町）

山田武人
（今富町）

岩﨑義秀
（福重町）

森　良広
（寿古町）

野田善則
（野田町）

山本治義
（弥勒寺町）

井本忠之
（田下町）

竹
　
松

渡邊和秋
（宮小路2丁目）

冨岡勝真
（小路口町）

久保和幸
（黒丸町）

瀬戸口裕子
（原口町）

松
　
原

児玉賢治
（東野岳町）

梶原　茂
（松原2丁目）

小川良一
（松原2丁目）

山口周次
（東野岳町）

井川春彦
（黒木町）

三
　
浦

浅井和巳
（今村町）

城山正巳
（日泊町）

原口かよ子
（西部町）

岩﨑照美
（西部町）

松尾慎二
（溝陸町）

鈴
　
田

山口明美
（岩松町）

○田川康浩
（小川内町）

渡邉重徳
（中里町）

小野重幸
（陰平町）

小川國治
（大里町）

笠寺幸雄
（平町）

山浦弘之
（水田町）

安
心
で
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

農業従事者なら
広く加入できる

○加入資格
① 年間60日以上農業に従事
② 国民年金の第１号被保険者
③ 20歳以上60歳未満
※ 60歳以上65歳未満の国民年
 　金の任意加入者も加入可能

終身年金
（80歳まで保証）

○年金は生涯受け取れる！
○万が一80歳前に死亡

⇩
死亡一時金が遺族へ！

保険料は自由に選べ、
いつでも変更できる

○保険料は自由に選べる！
　（月額２万円～６万７千円）
※35歳未満で政策支援の対象と
ならない方は、１万円～
○いつでも見直しできる！

保険料の国庫補助あり

○一定の要件を満たす方
⇩

保険料の国庫補助あり！

少子高齢時代に強い
積立方式・確定拠出型
○被保険者や受給者の数が変化
　しても影響を受けない財政的
　に安定した制度

⇩
少子高齢時代でも安心！

税制面の優遇措置

○支払った保険料の全額が社会
保険料控除の対象に！
※民間の個人年金の場合
　控除額の上限：４～５万円

⇩
節税効果に大きな差が！

老後の生活を安心サポート 農業者
年金
コーナー

農業者
年金
コーナー

ケース1
農業者年金に
夫のみ加入

65歳～87歳の年金額（夫婦） 88歳～92歳の年金額（妻のみ）

合計：月額17万２千円 合計：月額６万５千円

合計：月額20万7千円 合計：月額10万円

ケース２
農業者年金に
夫婦で加入

国民年金
夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　13万円

夫　月額　４万２千円

夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　13万円

夫　月額　４万２千円
妻　月額　３万５千円
計　月額　７万７千円

妻　月額　６万５千円

なし

妻　月額　６万５千円

妻　月額　３万５千円

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

農
業
者
年
金
に
夫
の
み
加
入
し
た
場
合
と

夫
婦
で
加
入
し
た
場
合
の
比
較

※夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額2万円で通常加入し、
　農業者の平均寿命（男性87歳、女性92歳）まで受給するとして比較

　
◎
：
会
　
長

　
○
：
副
会
長

（

　
　
　
　
　）

　
令
和
５
年
７
月
19

日
付
け
で
、
次
の
皆

様
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
敬
省
略
）

○
農
業
委
員

・ 

寺
坂
　
哲
郎

・ 

朝
長
　
洋
子

・ 

松
下
　
善
光

・ 

山
口
　
和
夫

・ 

山
口
　
光
則

・ 

山
道
喜
久
美

・ 

吉
﨑
　
邦
幸

○
推
進
委
員

・ 

井
上
　
秀
明

・ 

上
野
祐
太
郎

・ 

鳥
越
　
　
優

・ 

原
　
　
正
人

・ 

平
山
　
清
孝

・ 

渡
辺
　
和
久
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介
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営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、｢

若
い
後
継
者
の
加

入
が
少
な
い
の
で
心
配
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
加
入
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
事
が
気

が
か
り
で
あ
る
」
と
の
こ
と
。

　
現
在
の
楽
し
み
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、｢

週
２

回
町
内
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
や
、

市
や
県
の
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
放
虎
原
じ
げ
も
ん
ガ
イ
ド
も
さ
れ
て
お

り
、
西
大
村
地
区
の
中
心
で
あ
る
放
虎
原
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
近
隣
の
小
中
学

校
、
町
内
会
な
ど
７
カ
所
で
講
演
会
を
さ
れ
て
お

り
好
評
と
な
って
い
ま
す
。
川
村
さ
ん
は｢

一
人
で

も
多
く
の
人
に
こ
の
地
域
の
歴
史
や
出
来
事
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
力
強
く
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に｢

若
い
農
業
者
の
方
の
加
入
が
少
な
い

の
で
、老
後
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
も
是
非
農

業
者
年
金
に
加
入
し
て
欲
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
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退
任
さ
れ
た

委
員

加
入
者
の
声

　
令
和
５
年
７
月
20
日
付
け
の
改
選
に
よ
り
、
新

し
く
委
員
（
農
業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
19
名
）
の
合
計
38
名
の
方
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
（
　
が
農
業
委
員
、
　
が
推
進
委
員
）

大
　
村

一瀬　晃
（三城町）

福田文夫
（向木場町）西 

大 

村

川副博司
（坂口町）

朝長洋市
（諏訪3丁目）

富浦春男
（久原2丁目）

林　敏弘
（木場2丁目）

藤本雅彦
（三城町）

萱
　
瀬

田添利弘
（荒瀬町）

高見　健
（鬼橋町）

山上　傳
（原町）

福
　
重

◎川本康代
（寿古町）

山田武人
（今富町）

岩﨑義秀
（福重町）

森　良広
（寿古町）

野田善則
（野田町）

山本治義
（弥勒寺町）

井本忠之
（田下町）

竹
　
松

渡邊和秋
（宮小路2丁目）

冨岡勝真
（小路口町）

久保和幸
（黒丸町）

瀬戸口裕子
（原口町）

松
　
原

児玉賢治
（東野岳町）

梶原　茂
（松原2丁目）

小川良一
（松原2丁目）

山口周次
（東野岳町）

井川春彦
（黒木町）

三
　
浦

浅井和巳
（今村町）

城山正巳
（日泊町）

原口かよ子
（西部町）

岩﨑照美
（西部町）

松尾慎二
（溝陸町）

鈴
　
田

山口明美
（岩松町）

○田川康浩
（小川内町）

渡邉重徳
（中里町）

小野重幸
（陰平町）

小川國治
（大里町）

笠寺幸雄
（平町）

山浦弘之
（水田町）

安
心
で
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

農業従事者なら
広く加入できる

○加入資格
① 年間60日以上農業に従事
② 国民年金の第１号被保険者
③ 20歳以上60歳未満
※ 60歳以上65歳未満の国民年
 　金の任意加入者も加入可能

終身年金
（80歳まで保証）

○年金は生涯受け取れる！
○万が一80歳前に死亡

⇩
死亡一時金が遺族へ！

保険料は自由に選べ、
いつでも変更できる

○保険料は自由に選べる！
　（月額２万円～６万７千円）
※35歳未満で政策支援の対象と
ならない方は、１万円～
○いつでも見直しできる！

保険料の国庫補助あり

○一定の要件を満たす方
⇩

保険料の国庫補助あり！

少子高齢時代に強い
積立方式・確定拠出型
○被保険者や受給者の数が変化
　しても影響を受けない財政的
　に安定した制度

⇩
少子高齢時代でも安心！

税制面の優遇措置

○支払った保険料の全額が社会
保険料控除の対象に！
※民間の個人年金の場合
　控除額の上限：４～５万円

⇩
節税効果に大きな差が！

老後の生活を安心サポート 農業者
年金
コーナー

農業者
年金
コーナー

ケース1
農業者年金に
夫のみ加入

65歳～87歳の年金額（夫婦） 88歳～92歳の年金額（妻のみ）

合計：月額17万２千円 合計：月額６万５千円

合計：月額20万7千円 合計：月額10万円

ケース２
農業者年金に
夫婦で加入

国民年金
夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　13万円

夫　月額　４万２千円

夫　月額　６万５千円
妻　月額　６万５千円
計　月額　13万円

夫　月額　４万２千円
妻　月額　３万５千円
計　月額　７万７千円

妻　月額　６万５千円

なし

妻　月額　６万５千円

妻　月額　３万５千円

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

農
業
者
年
金
に
夫
の
み
加
入
し
た
場
合
と

夫
婦
で
加
入
し
た
場
合
の
比
較

※夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額2万円で通常加入し、
　農業者の平均寿命（男性87歳、女性92歳）まで受給するとして比較

　
◎
：
会
　
長

　
○
：
副
会
長

（

　
　
　
　
　）

　
令
和
５
年
７
月
19

日
付
け
で
、
次
の
皆

様
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
敬
省
略
）

○
農
業
委
員

・ 

寺
坂
　
哲
郎

・ 

朝
長
　
洋
子

・ 

松
下
　
善
光

・ 

山
口
　
和
夫

・ 

山
口
　
光
則

・ 

山
道
喜
久
美

・ 

吉
﨑
　
邦
幸

○
推
進
委
員

・ 

井
上
　
秀
明

・ 

上
野
祐
太
郎

・ 

鳥
越
　
　
優

・ 

原
　
　
正
人

・ 

平
山
　
清
孝

・ 

渡
辺
　
和
久
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会
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、一
言
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
去
る
、
７
月
20
日
に
第
23
期
の
大
村
市

農
業
委
員
会
と
な
る
、
農
業
委
員
19
名
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
19
名
の
任

命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
初
総
会
に
お
い
て
、
農
業
委
員
の
互
選
に

よ
り
、
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。歴
代
会
長
の
ご
意
志
を
継
承
し
、本

市
の
農
業
振
興
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
平
坦
地
と
中

山
間
地
が
混
在
し
て
お
り
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
農
業
の
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
農
家
の
後
継
者
不
足
は

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
担
い
手
づ
く
り
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

担
い
手
の
中
心
で
あ
る
、
認
定
農
業
者
へ
の

支
援
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
日
々
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
就
農
や
農
地
に
関
し
て
ま
し
て
、
地

元
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　大
村
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
長
崎
市
内
の
会
社
に
11
年
間

勤
め
て
い
ま
し
た
。

　実
家
が
花
木
・
枝
物
農
家
を
営
ん
で
お
り
、
私
が
小
学
生

の
時
か
ら
就
職
後
も
ず
っ
と
土
日
等
の
休
み
の
日
は
手
伝
い

を
し
て
い
た
の
で
、「
い
つ
か
は
自
分
が
後
を
継
ぎ
農
業
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
就
農
し
ま
し
た
。

　実
際
に
就
農
し
て
み
る
と
、
今
ま
で
の
手
伝
い
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
父
に
教
わ
り
な
が
ら
、
日
々
勉

強
の
毎
日
で
す
。

　私
た
ち
が
生
産
し
て
い
る
の
は
、
春
に
は
桜
や
ツ
ツ
ジ
、

ア
カ
シ
ア
、
夏
に
は
ド
ラ
ゴ
ン
柳
、
黄
金
ク
ジ
ャ
ク
等
、
四

季
折
々
の
花
木
を
生
産
し
て
お
り
、
生
け
花
や
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
に
活
か
さ
れ
、
様
々
な
催
し
で
華
や
か
な
景
色
を
飾

り
、
多
く
の
人
の
癒
や
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　全
国
的
に
花
木
農
家
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、早
く
仕
事

を
覚
え
、
生
産

量
及
び
質
を
落

と
さ
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【経営内容】
　　花木、枝物　２ha
【家族構成】
　　両親、本人

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改

正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は「
地

域
計
画
」と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

　地
域
計
画
と
は
、
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
話
合
い
に
よ
り
、

将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
た「
未
来
設
計
図
」の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
域
計
画
策
定
に
向
け
、
農
業
委
員
会
で
は「
目
標
地
図
の
素

案
」を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、令
和
５
年
度
か
ら
は
、こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
農
業
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
戸
別
訪
問
に
よ

り
意
向
把
握
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。各
地
区
を
担
当
し
て
い
る

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
地
域
計
画
」の
策
定
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た

﹇
Ｖｏ
ｌ
．29
﹈

松下　洸一さん（30歳）

全
国
農
業
新
聞
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◆
お
申
込
み
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

℡
．５
３
ー
４
１
１
１（
内
線
３
５
２
）

【
発
行
日
】 

毎
週
金
曜
日

【
購
読
料
】 

月
額 

７
０
０
円

４

　
家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
経
営
に
お
け
る
経
営
方

針
や
営
農
計
画
、
役
割
分
担
、
収
益
の
分
配
、
就

業
条
件
、
将
来
の
経
営
委
譲
な
ど
を
家
族
で
話
合

い
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　
女
性
農
業
者
や
後
継
者
の
主
体
的
な
経
営
へ
の
参

画
や
家
計
と
経
営
の
分
離
を
促
し
、
家
族
み
ん
な
で

つ
く
る
共
同
経
営
を
確
立
す
る
大
変
有
効
な
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
２
月
24
日
に
、
市
役
所
第
８
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
令
和
４
年
度
家
族
経
営
協
定
調
印
式
に
お
い

て
、
新
規
５
組
と
協
定
変
更
１
組
の
ご
家
族
が
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
萱
瀬
地
区
の
開
田
様
か
ら「
今
回
協

定
を
結
び
、
お
互
い
に
無
理
な
く
家
族
経
営
の
安
定

を
図
り
つ
つ
、夫
婦
個
々
の
責
任
を
持
ち
、お
互
い
を

尊
重
し
あ
い

協
力
し
な
が

ら
、前
向
き

な
農
業
を

続
け
た
い
」

と
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し

た
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

【地域計画の主な内容】

【目標地図とは】

●地域農業の将来の在り方の計画
●地域内の農地を担う者（担い手＋
　多様な経営体＋受託を受けて農作
　業を担う者）ごとに利用する農地の
　地図（目標地図）

10年後に目指すべき農地利用の姿を表示した
地図です。

現状 目標地図
第10代会長
川本  康代

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

農業委員

農地利用最適化推進委員


